






その他のタイトル The Qing Dnasty's Policy Consultation about
Copper Coins Casting in Western Provinces


























とめたのが前著（仁田［2009］）であり、当該政策が市場 ·11オ政・軍fljlj ・ ~m念によって複合！？守に
規定され、そのことが市場に意図せざる結果をもたらし、そうして次々と新たな展開を生んでい




























時の状況をより立体的に描写することが可能になろう。特に海正初頭は、 JJ}tJiii~ ( 1662-1722）末年
に京li!で銭買が問題化した直後であるとともに、銭ー対策を襟傍する銅禁政策（fi!t ~lllJ Tii~ llの製造
と所有を禁止し、官・氏からtf1銅器Jlを強制的に買い上げて：jJI銭鋳造の原料に供する政策） 121が
悲正 3 ～ 4年に成立して翌 5年にかけて漢地全域に施行される直前にあたり、 ii~］·il!Jの政策とmj坊
の銭貴との関係性を検証する i二で、非常に主主さな位置にある。











〔 〕は引用者による補記、 ・・・・・・は 1~：1111各を
ゑm正初JTii~の政策論議を j［好11 に翌日解するためには、言うまでもなく康問末年の状況を踏まえてお
く必要がある。






を追求していった（上El [2009 : 101-134, 16与204］）。
その‘方で康！＇＇.i~W1；は、私銃犯に在、｝Jrの原料を提供することにつながるとして、各省のf!JIJ 銭Mr迭




















向に銭飾品賞するに iま！り、常に皇考の竪懐を mi~すO 今、仰を j,j、て銭文の和Ii をして王子ぜしむれ
ば、方に皇考の民の利用に伎ならしむるの意に合わんO 従前、雲市巡iwt1；楊1:'.1寺は鼓鋳せんこ
とを題請するに、吉＇~は議して挙行するを准さず。浜省の外、何れの省は応に鼓鋳して銭官Iii に









これに対して総理事務大 I~~ ・九射］らは、雲南. 129 JI I両省のilJI銭鋳造開始を提言し、裁可を待たの
であった。




に j~平り多く絹i費を需むるよりは、日ll ち j長に留めて !Jfj~：去するに如かず－－－－－－」と。 )J初出六 1- -
年十二月に旨を得たるに、「議にイ衣れ......Jと。























tJ、て銭自fil~l に賞きを致せば、 111 りて舟棋を通ぜざる雲南等の省をして陸続と炉を開きて鼓鋳
せしむるものなり」と等の因。行文して案に在り。








広に f詳述し、其の隣近の江西省は応に二万 1~1~ を WI:淫するを請うて部議を i町長すべし。
i/JIJ 銭鋳j去を命じられた雲南省は、 I~！省の兵納に年寄~r g 万 ！~~＼ 余りを搭放する他、「部文に遵しづ、つ
まり戸部からの指令に基づいて 4万中を iMJ広省に移送し、さらに 2万 ！~le＼ を江！Jl.f~；に移送しようと
~·~w 1L：戸干i史u:j第2lJ・、449-4511ミ、訪れE元年3）二J20 I］、雲市＿；~撫楊字Il与題本。
rJ1W.1l：「可lj完封j第3lJ・、118-124 N、昇！iJI~ .Jl:.1rc 6 J1 LI、総理戸古I＼事務手li'l’l右組T.允祥等！垣本。
r ~m 11~ ； i利！と・；irJに抄f止された似・：｛，I；）＇組本（昨日 l:(4) 1ijj·j~｝）はところどころ省 lllf'\- .間Il品化されているので、あえ
て； i i~I＼の，＼義雄の 1JI JI 部分を示す。
( 47) 
していたのである。積錦消費の必要に迫られる一方で省内の貨幣需姿は小さし 省はなるべく



























成！些55if：より、京局部銅は ii：蘇・安徽・ ~I：山.i3Jif.前日：・i/i)j:jヒ・i/i)j有・広東の8/r"'；に，＼果せられていた（ 1-.11 [2009 
113］）っ Js}tl~日 61 ~I＇－からは江鮮 1:1 が＇Zd紋· iT1国・福建・広京の分担分を、；tirii：行がilJjヒ.i/J1十jの分jlI分をfU Jしてい
たが、それは I_,、ずれの省もjr14iにもたらされるi!(:~＇liil を調達していたため、 YIJ1T~ ・ i1J"ff 1刈告のr;:;11卜’に集約した)j
が混乱がないと与えられたからであった（ J・_IJI [2009: 179］）。；；rmli と；j（）主を j邑じるこれら 81~；の！？司 j主 11f 能な｝l1iJ とは、
この IIすl~i，では lf＇.（りも f1＇（さず；.！（：｝j1!J であり、それは ；；（ hi) に吸い！：げ、られるようになっていたc
f ~lLi[Ji 科！と：，i;:J 第 4il｝、 314-318fY、5/li:1F；亡，i'-7 J24 1、主主Jlj!Ji完l!')H：材1{jfrjf I :rJL・ 1~允符咋組本＂
( 48) 
と。業経に旨を奉じたるに「議に依れ」と。
これによれば、康J'rn61 ~1三日月の議夜において総理事務王大 l~i らは、雲南· 129 JI I両省のflJ収支鋳造








それら 5省のflJI銭鋳造の検討は、以上のように ・ 1mm両省の1JIJ銭鋳造と一括して提議され
たものであり、また、 • 121J I i両省のfj;IJ銭鋳造が京仰の銭貢対策として提議されたことは前述
した通りであるが、 1l1TLEI省からの!il答について議覆した薙正元年7）~ 9日の戸部の題本には、
査すればi二年（康~ J~·~ 61年）十一月内に、京白石の銭飾品賞するに、〔総理事務〕王大臣等は上














r$W i1-:;1干i’1).::j!FJ第4l!J・、、尚一37（［、主主if}[)!:5 rJ27 I 1、i引十！活保全l似品Jil本ペ
~－ $lE 1・:; i利！と11u~＼ノl lJ・, 119-121 rJ、,i;)E!f)[:{1.: 7 fl9 I 1、総Jlj[Jl汚l)'JT.務手！！｛出始親l；允伴等：垣本c
(49) 





lmJll. 雲南二省の炉を l~l1 き鼓鋳するは、原より国宝（欽定貨時たる (j)lj銭）の充足して各省に
流通するを期するも、並びに急梓に縦型！するの事に非ず。
















































































ちなみに、羅正『大清会典j 巻 48、 j車蔵 3、銭j去、 Ii主鋭、康］＇：.j~ 611f条には「狽・出二省はよl(~ び









,, かつては、銀ljilj = J ,000 文という公定レートを立！慢の~，t;準とすることの ：~~ X~":t'I：や ;j;IJj：，去の規格変＇!Jiが銭11iに反
映されている Iザ能性を会く意識せす、に公定レートをトム！Iii る銭｛111i の存千1：をもってただちに貨幣；＇／，i＇~明大などの約済
変動を読み取ろうとする研究が多くみられたが、そのような議論はもはや通Jlしないことを指摘しておきたいの
( 52) 









j(j~ 同. 1=1－蔚両省については、議正5c~F5 J'=20日のJii決総督年美発の題本がm正帝に直接裁可さ
れている cl'0 そのなかで年美尭は、：lJI銭鋳造は「民間に有益jと述べつつ、














9Jl,iliせよjとの諭斤を与えて、貴州省の｝}J：造見送りを認めている i:≫ 0 
~I' 1・ t!E ii~ ｝ i干i！と；IFJ；；：（~ 3 lJ・、218(f' o;n iト：ぺ年5J 20 I、川｜民総軒｛I＇－義主題本
1ili,iJ: (9) Iり1・ti、令1：似Jil本。
このn川i与のみ、 i・＇XU.flに1；己紋があるが（r kiN 111：~；~怒 1it_Wi完封jを9、tli(1十：l亡年7J T会＇r-(5 Fl l条）、いかな
る料品flで令1：似の i：突がなされたのかは，h'cみ1＼！.れない、
( 53) 
一方、広西省については、広西巡司法孔j話tJi立の ~m正元年 5 月 15 Elの題本が戸部の議に1ごされi!・l、
戸部は羅正元年7Pl 24日に議覆して裁可を得ている（前掲）（お）。子u疏nuは、京i':liから遠く離れた
広西省には京局のfj)lj銭が到来せず、かつて鋳造したflJI銭（康Jrn＇二十i葉のtlJ銭鋳造を指すとみられる）














に鋳造された重量 1 銭のノト制銭と康 J~i~41年以降に鋳造された重量1銭4分の大j]lj銭の兼Jl-を認め




山西省については、山西巡撫諾1!民の薙正元年6J=j 5 1:の題本が戸部の議に1ごされ 1:!71、戸部は同





υmx戸科史書j第3lr、351352貞、議if5[)1: 5 Jl 5 H、広J}_LJ）；引かI干しiぉ；un;~m本ο
liTHt (8) ifrt品、允祥等；返本c
r Ai号m恒仁｝己申実j：求j巻299、五ltj\i~ 61年9Jj I文子（6rn条。





















































f大清会典j(嘉正i訪日清］和碩荘親王允椋等纂｛彦、森正l1 {j三→文海1＼版社、近代1l1JI1史料叢l!J ~~~i;i 、
1994-1995 
帝実録J[?I号］写l~Jll~泰等纂11多、 1iil:I在6年→華文書：hi；、大清原i；現実録、 1964
f大清型在i仁皇帝実録Jrn号J，%斉等纂修、擁立ミ 911三→華文書：局、大i~）－ Jt1~ ！如実録、 1964
~~m正明内閣六科史書戸科J 中国第一歴史指案館所蔵→広凶nm範大学／：U版社、 2009
参考文献











~If；出 i円 1q1 [1994］『！こ！こi在帝国の構造と lit界経済j名古屋大学出版会
佐伯 寓［1971 （初日Jl959）］「清代海正i拐における通貨問題Jr東洋史研究j18 (3）→佐伯『中
l~I 史研究第二j 東洋史研究会、 466-564 頁
議 武彦 c2011Jr1育代経済政策史の研究j汲古書院
李 強［2004］「論森正I寺則的銅禁政策jf学術界.］ 104、118-128頁
[2oo8J r金融視角下的「康！il:盛世」J黄iJ_j
王 徳泰［2013］『治代前期j銭幣制度形態研究J中国社会科学出版社
［付五日本稿は、王子成24～ 27年度El本学術振興会科学研究費補助金（若手研究（B））「清代
中期のおIJ銭供給政策に関する！H政史的研究 近代前夜の中国貨幣と国家－J（研究課題番号・
24720318）による研究成果の一部で、ある。
( 57) 
